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【開催日】 令和２年２月２８日 

【開催場所】 第２委員会室 

【開会・散会時間】 午後１時３０分～午後１時３５分 

【出席委員】 

委 員 長 大 井 淳一朗 副 委 員 長 水 津   治 

委 員 河 﨑 平 男 委 員 杉 本 保 喜 

委 員 松 尾 数 則 委 員 矢 田 松 夫 

委 員 吉 永 美 子   

【欠席委員】 なし 

【委員外出席議員等】 なし 

【執行部出席者】 

病院局事務部長 國 森   宏 病院局事務部次長 和 氣 康 隆 

病院局総務課主幹 藤 本 義 忠 病院局医事課主査 佐々木 秀 樹 

病院局総務課経理係職員 岩 本 隆 嗣   

【事務局出席者】 

事 務 局 長 沼 口  宏 事 務 局 主 査 島 津 克 則 

 

【付議事項】 

１ 議案第７号 令和元年度山陽小野田市病院事業会計補正予算（第２回）に

ついて（病院） 

 

 

午後１時３０分 開会 

 

 

大井淳一朗委員長 ただいまより民生福祉常任委員会を開会します。前回この

議案第７号につきまして質疑までやりました。質疑を打ち切ったところ

で、その後に一般会計の繰出しのところで自由討議をしまして、繰出し

と繰入れは表裏一体ですので、合わせた形で自由討議をしました。それ

を踏まえて、表決の結果によっては、議会側から申出をする場合があり

ますので、その点をお含みいただければと思います。それではまず、質

疑を打ち切りましたので、議案第７号、令和元年度山陽小野田市病院事

業会計補正予算第２回についての討論がある方は挙手をお願いします。

討論なしでよろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり）分かりました。討
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論を打ち切ります。それでは採決に入ります。議案第７号、令和元年度

山陽小野田市病院事業会計補正予算第２回について賛成の方の挙手を求

めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

大井淳一朗委員長 全員賛成にて可決すべきものと決しました。それで議案第

７号は可決すべきものと決したわけですが、先ほども申し上げましたよ

うに、やはり、繰入れですね。かなり異例の事態であることには変わり

ありません。委員会のほうからも厳しい意見が出ました。全ての意見を

集約はできないわけですが、やはり議会として、病院局のほうに提言と

いうか、注文というか、そういうものをしっかり形に残したいと思って

おります。そこで、副委員長のほうから附帯決議を提出したいと思いま

す。 

 

水津治副委員長 それでは、御提案を申し上げます。本市議会は議案第７号、

令和元年度山陽小野田市病院事業会計補正予算（第２回）に対し、下記

のとおり決議する。記、１、ここ５年で３度にわたる一般会計からの基

準外繰入れはゆゆしき事態である。今後このようなことがないよう危機

感を持って病院経営に当たること。２、材料費や経費について精査し、

当事者意識を持ってコスト削減に向けた努力をすること。３、資金不足

が生じないよう財政計画を着実に遂行するとともに、その達成状況を議

会に報告すること。以上です。皆さんの御賛同をお願いします。 

 

大井淳一朗委員長 ただいま副委員長のほうから附帯決議案が提案されました

が、質疑がありますか。（「なし」と呼ぶ者あり）よろしいですね。討論

はありますか。（「なし」と呼ぶ者あり）よろしいですね。それではお諮

りします。先ほど提出されました議案第７号、令和元年度山陽小野田市

病院事業会計補正予算に対する附帯決議について、賛成の委員の挙手を

求めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

大井淳一朗委員長 全員賛成で附帯決議案は可決すべきものと決しました。そ

して、この可決された附帯決議につきまして、委員会提出議案として本
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会議に諮りたいと思いますが、皆さんそれでよろしいでしょうか。（「は

い」と呼ぶ者あり）そのようにしたいと思いますので、よろしくお願い

します。以上で民生福祉常任委員会を閉じます。 

 

 

午後１時３５分 散会 

 

 

令和２年２月２８日 

 

民生福祉常任委員長 大井 淳一朗 


